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帰国生入試について

出願資格・条件

出願書類

過去3ヵ年の応募状況 　 出願者数 受験者数 合格者数 入学者数

2019年入試（現中1） 9 9 8 8

2018年入試（現中2）　　 11 11 9 8

2017年入試（現中3）　 10 10 10 10

帰国生の編入試験について

出願資格・条件

出願書類

実施時期

クラス配置・一般生との位置づけ

帰国生への学習指導

入試に向けての事前準備や意識しておいて欲しいこと

帰国生の卒業後の進路・進学状況について

留学制度や海外大学進学体制について

帰国生や海外在住生徒保護者へのメッセージ

帰国生保護者の会もしくはフォロー

帰国生対象の英語教室や各種講座について

帰国生受け入れアンケート

夏休みに行う夏期特別学習の他、高校生対象のTOEFL講座が１学期と２学期の放課後にあります。

中学1年:18人　2年:23人　3年:41人　/ 高校1年:41人　2年:39人　3年:33人 

前述の国数理社の取り出し授業の学習システムを、「国際学級（マルチリンガルサポートシステム）」と呼び、現地校･インター校出身の帰国生、国内のインター校出身者や、外国籍の生徒が対象となります。日本人学校出身
者は、一般生と同じ授業を受けています。国際学級では、選択している科目に合わせて一人ひとりの時間割が作成されます。英語圏からの帰国生には、英語力の保持･伸長ができる「国際英語クラス」があります。英語圏以外
の現地校で学んだ帰国生には中国語、コリア語、フランス語、スペイン語、ドイツ語の「外国語保持クラス」もあります。また、日本語を第一言語としていない帰国生、外国籍の生徒のために日本語力を伸ばす「日本語コー
ス」もあります。学力が一般クラスで対応できるレベルに到達した段階で、一般クラスに移動します。

普段の学校の勉強をしっかり頑張ってきてください。

（2019年３月卒業生実績）東京学芸大学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学、明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大学、法政大学、学習院大学、国際基督教大学、成蹊大
学、明治学院大学、東京女子大学など

中学3年生の3学期にオーストラリア姉妹校へのターム留学制度、高1、2年生はオーストラリア、アメリカ（国際英語クラスの生徒対象）、アイルランドへの1年留学があります。2020年度からはカ
ナダはオンタリオ州公立校への1年留学およびセメスター留学を始めます。その他外部留学団体で留学する生徒もいます。留学の際は、3ヶ月ごとにレポートを提出するなどの要件を満たせば、留学
先の高校で取得した単位を認めています。さらに、昨年度にはラウンドスクエアに加盟し、世界中の私立学校との交流をスタートしました。年に一度世界会議に出席し、世界各国の高校生と約１週
間ともにすごし、国際感覚を養っています。2019年7月に、海外大学推薦制度、UPAAと協定を結びました。これにより、条件を満たせば、アメリカとイギリスの２１の大学への推薦制度を利用する
ことが可能になりました。

啓明学園の国際学級では、「自己肯定感を育む」「ピアサポート」「ことば全体を支える」という3点を大切にしています。帰国後は一人ひとりの学習歴にあわせて、日本の教育へのソフトラン
ディングと、海外で身につけた外国語の保持、伸長を目指していますので、海外でしかできないことを思い切り体験してきてください。そして、その経験をこの啓明でシェアしてください。

国際保護者会を年に３回実施、希望する保護者はグローバルネットの会で活動

＜中学＞
① 2007年4月2日〜2008年4月1日に生まれた者 　　② 保護者のもとから通学できる者 　③ 本校の教育方針を理解する者
④ 次のいずれかの要件に該当する者
1．1年以上海外に滞在し、原則として帰国後3年以内の者、あるいは1年以上の海外在住の後、帰国する予定の者
2．国内インターナショナルスクールに2年以上在籍している者
3．多言語環境にある者
4．1年以上合法的に滞在できる外国籍の者
出願資格確認のため、プレインタビューを必ず受けてください。
＜高校＞
① 保護者あるいは保護者に準ずる者のもとから通学できる者  ② 本校の教育方針を理解する者
③ 次のいずれかの要件に該当する者
1．1年以上海外に滞在し、原則として帰国後3年以内の者、あるいは1年以上の海外在住の後、帰国する予定の者
2．国内インターナショナルスクールに2年以上在籍している者
3．多言語環境にある者
4．1年以上合法的に滞在できる外国籍の者
出願資格確認のため、プレインタビューを必ず受けてください。

＜中学＞
①入学願書 　②国際生履歴データ 　　③志望理由・自己PR・活動記録書
④過去3年間の成績を示すもの
・今まで在籍した学校の成績証明書または通知表の写し３年間分
・補習校通学者は、補習校の成績証明書または通知表の写し３年間分
該当者のみ追加書類
⑤海外現地校、国内外インターナショナルスクール在籍の場合は在籍学校からの推薦書 　⑥帰国子女の場合、海外在留証明書
⑦自己PRができる資格、表彰等がある場合、資格、表彰状などのコピー
⑧英語型受験で、筆記試験の代わりにTOEFLスコアを提出する場合、TOEFLスコアのコピー
⑨外国籍児童の場合、有効なパスポートおよび在留資格を証明するもの
※①〜③、⑤、⑥は本校指定のフォームに記入してください。
＜高校＞
①入学願書 　　②国際生履歴データ 　③志望理由・自己PR・活動記録書
④過去３年間の成績を示すもの
・今まで在籍した学校の成績証明書または通知表の写し３年間分
・補習校通学者は、補習校の成績証明書または通知表の写し３年間分
該当者のみ追加書類
⑤ 海外現地校、国内外インターナショナルスクール在籍の場合は在籍学校からの推薦書、または国内中学校 在籍の場合は調査書（公立高校提出調査書と同じ用紙を使用してください）
⑥帰国子女の場合、海外在留証明書 　⑦自己PRができる資格、表彰等がある場合、資格、表彰状などのコピー
⑧英語型受験で、筆記試験の代わりにTOEFLスコアを提出する場合、TOEFLスコアのコピー
⑨外国籍生徒の場合、有効なパスポートおよび在留資格を証明するもの
⑩入学手続延長願（希望者） 　公立高校一般入学試験または公立高校帰国生対象入試を受験するため入学手続期間の延長を希望する者は 提出してください。
※①～③、⑤、⑥、⑩は本校指定のフォームにご記入ください

①2019年度の途中、または2020年4月1日より本校に編入を希望する者（高等学校3年生は9月1日編入まで）
②原則、保護者のもとより通学可能な者
③本校の教育方針を理解する者
④次のいずれかの要件に該当する者
(1) １年以上海外に在住した者、または帰国する予定の者（ただし、合格後６か月以内に編入のこと）
(2) 国内インターナショナルスクールに、２年以上在籍している者
(3) 多言語環境にある者
(4) １年以上合法的に滞在できる外国籍の者

受験料 中学校23,000円、高等学校23,000円
願書等一式
（本学指定の書式） ・編入学願書・国際生履歴データ
・志願理由・自己ＰＲ・活動記録書
過去3年間の成績を示すもの 今まで在籍した学校の成績証明書または通知表の写し3年間分
補習校通学者は、上記に加え補習校の成績証明書または通知表の写し
推薦書（本学指定の書式） 在籍学校からの推薦書（厳封のこと。中高受験者は、現地校･インターナショナルスクール在籍者のみ提出。）
海外在留証明書（本学指定の書式） 保護者の勤務先からの在留証明書（帰国子女等該当者のみ）
その他 ・資格、表彰状など自己ＰＲができるものの
・中学、高校の英語型受験で、筆記試験の代わりにTOEFLのスコア提出を行う場合は、TOEFLスコアレポートのコピー
・外国籍児童の場合、有効なパスポートおよび在留資格を証明するもの

すべての学年を募集しています。ただし、高3は9月1日付けの編入までとなります。
編入試験日程は、2019年度は、以下の日程で実施。急な帰任の場合は、随時編入試験を実施しています。
＜2019年度国際編入試験日程＞
7/6（土）、7/18（木）、8/27（火）、12/21（土）、3/12（木）、3/23（月）

ホームルームは国際生（帰国生、国内インター出身者、外国籍）と一般生の混入方式です。生徒一人ひとりの言語や学習状況に応じて習熟度別のクラス分けをし、国語、数学、社会、理科は未学習領域をサポートするために、
取り出し授業をしています。英語は習熟度別となっており、国際英語クラスではネイティブの教員が指導をしております。
その他の科目や啓明祭、運動会等の行事はホームルーム単位で活動するので、国際生だけでなく、一般生とも絆を育む環境があります。また、国際生の割合が偏らないように、ホームルームのクラスを決定しています。


